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(57)【要約】
　本発明は、車両ターン時に車両の運転手が軽量車両を見過ごさないようにする方法及び
装置であって、軽量車両は無線信号を送信する手段を備え、車両は無線信号を受信する手
段を備え、車両は車両付近の軽量車両の存在を車両の運転手に通知する通知手段を備える
、方法及び装置に関する。本発明の目的は、車両及び大型トラックの運転手が、車両ター
ン時に自転車及び他の軽量車両を見過ごさないようにすることである。車両は、無線信号
を軽量車両に送信する手段を備え、軽量車両は無線信号を受信する手段を備え、軽量車両
のこの手段は、受信された無線信号を電力に変換し、この電力が、無線信号を少なくとも
１つの受信機に送信する手段に使用され、この受信機は車両上に配置される。これは、非
常に信頼性の高い無線送信装置を軽量車両に使用することができることを保証する。軽量
車両の回路は、いかなる種類の電源も使用せずに動作するため、上がることがあるバッテ
リに依存しない。車両の運転手には、運転手の前方で点滅する発光ダイオードによって、
及び音響信号によっても軽量車両が警告される。したがって、運転手は車両に接近してい
る軽量車両を認識し、ターンが安全に為されるときを知る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両（２０）の運転手が、該車両（２０）のターン時に軽量車両（１０）を見過ごさな
いようにする方法であって、該軽量車両（１０）は、通信信号（４０）を通信手段に向け
て送信又は反射する手段（３０）を備え、該通信手段は、前記車両（２０）付近の前記軽
量車両（１０）の存在を前記運転手（２２）に通知する通知手段（６０）を備え、なお該
方法は、前記軽量車両（１０）が、少なくとも、信号を送信又は反射する手段を備え、該
信号が前記通信手段によって受信され、該通信手段が、前記軽量車両の存在又は該軽量車
両の接近を前記車両の前記運転手に通知する光学手段及び／又は音響手段を備えることを
特徴とする、方法。
【請求項２】
　前記通信手段が無線信号（４２）を前記軽量車両（１０）に送信する送信手段（２２）
を備え、該軽量車両（１０）が前記無線信号（４２）を受信する手段（７０）を備え、前
記軽量車両（１０）上の該手段（７０）が、受信された前記無線信号（４２）を電力に変
換し、該電力が、前記手段（７０）が無線信号（４０）を少なくとも１つの受信機（５０
）に送信するのに使用され、該受信機（５０）が前記通信手段内に配置されることを特徴
とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記通信手段がカーブ側の支柱に配置され、該通信手段が、前記軽量車両の接近を前記
車両の前記運転手に通知する光学手段及び／又は音響手段を備えることを特徴とする、請
求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記通信手段が前記車両に配置され、該通信手段が、前記軽量車両の接近を前記車両の
前記運転手に通知する光学手段及び／又は音響手段を備えることを特徴とする、請求項１
又は２に記載の方法。
【請求項５】
　前記車両（２０）が、無線信号を送受信するさらなる手段を助手席側に備え、該手段が
前記車両（２０）に沿って且つ該車両（２０）の前方に配置されることを特徴とする、請
求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記車両（２０）が多数の結合された送信機（２２）及び受信機（５０）を備え、該送
信機（２２）及び受信機（５０）が、前記軽量車両（１０）の実際の配置の指示を達成す
るように時間多重化されることを特徴とする、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記車両（２０）が、該車両（２０）に関連して前記軽量車両（１０）の前記実際の位
置を指示する指示手段（３８）を備えることを特徴とする、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　車両（２０）と軽量車両（１０）との間で通信する装置であって、該装置（３２）は前
記車両（２０）の運転手と通信し、少なくとも１つの受信機（３４）を備え、該受信機（
３４）は少なくとも１つの指示灯（３６）及び少なくとも１つの音響アラーム（３８）に
接続され、前記軽量車両（１０）は送信機（７１）を備え、なお該装置は、前記軽量車両
が、電磁放射又は音響放射を該装置に向けて反射又は送信する反射器又は送信機を備え、
該装置が該電磁放射又は音響放射を受信する受信機を備え、光学信号及び／又は音響信号
によって前記運転手に通知することを特徴とする、装置。
【請求項９】
　カーブ側の支柱に配置され、前記軽量車両の存在又は該軽量車両の接近を点滅光及び／
又は前記音響信号によって前記運転手に通知することを特徴とする、請求項８に記載の装
置。
【請求項１０】
　前記車両に又は前記車両内に配置され、点滅光又は前記音響信号によって前記運転手に
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通知することを特徴とする、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記車両（２０）が、少なくとも１つの無線送信機（２４）及び少なくとも１つの無線
受信機（３４）を備え、前記軽量車両（１０）が少なくとも１つの受信機（７２）を備え
、該受信機（７２）が前記受信信号（７６）に基づいて電力（７４）を発生及び貯蔵し、
該貯蔵された電力（７８）が前記送信機（７１）に供給されており、該送信機（７１）が
信号を送信し、該信号は符号化された識別情報を含み、該符号化された識別情報は、前記
車両（２０）に結合して配置される少なくとも１つの受信機（５０）によって受信される
ことを特徴とする、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記受信機（７２）及び前記送信機（７１）が組み合わせされて１つの回路になり、該
回路はＲＦＩＤタグであることを特徴とする、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ＲＦＩＤタグが光反射手段と結合して配置され、該光反射手段は前記軽量車両（１
０）に固定されることを特徴とする、請求項１１又は１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記カーブ側の支柱が、該支柱に結合して配置されるソーラーパネルによって給電され
、該支柱はエネルギー貯蔵手段を備えることを特徴とする、請求項９に記載の装置。
【請求項１５】
　軽量車両（１０）と車両（２０）との間における通信用の装置であって、該装置（３２
）は前記軽量車両の接近を前記車両（２０）の運転手に通知し、少なくとも１つの検出器
を備え、該検出器は少なくとも１つの指示灯（３６）及び少なくとも１つの音響アラーム
（３８）に接続され、なお該装置は、カーブ側に配置される支柱に配置され、前記軽量車
両を検出する少なくとも１つの検出器を備え、前記支柱が、前記軽量車両又は人の接近を
前記車両の前記運転手に警告する、地面に配置される通知手段を備えることを特徴とする
、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両のターン時に車両の運転手が軽量車両を見過ごさないようにする方法で
あって、軽量車両は通信手段に通信信号を送信する手段を備え、通信手段は車両に接近す
る軽量車両の存在を運転手に通知する通知手段を備える、方法に関する。
【０００２】
　本発明は、車両と軽量車両との間に通信を確立する装置であって、当該装置は、車両の
運転手と通信し、少なくとも１つの受信機を備え、受信機は、少なくとも１つの指示灯及
び少なくとも１つの音響アラームに接続され、軽量車両は送信機を備える、装置にさらに
関する。
【背景技術】
【０００３】
　特開平１０－２３０７２５号は、車両の後方から接近する軽量車両の警告を車両の運転
手に提供することを目的とする。この発明は、接近している移動体について車両の運転手
に警告し、右左折等に関連する交通安全に寄与する。バイクの移動体情報が、移動体（例
えば、バイク）の送信機１０から微弱電波によって車両（例えば、トラック）に送信され
、トラックにおいて、移動体情報が受信機２０によってバイクから受信され、バイクが接
近していることが警告器３０によって運転手に警告される。警告器３０及び「バイク接近
注意」の表示を行うディスプレイによって、音声は後方からバイクが接近している旨を運
転手に警告する。
【０００４】
　この日本の文献は、バイクが、常時動作し、したがって何らかの種類の電源を必要とす
る送信機を携帯する必要があるため、不都合である。電源が利用可能なため、オートバイ
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に送信機を設けることは容易であるが、自転車には送信機と併せてバッテリを配置する必
要がある。そのような送信機は、指示手段が搭載されてないため、それ自体では動作又は
非動作についてのいかなる情報もバイクの操縦者に提供しない。指示手段は、発光ダイオ
ードすなわちＬＥＤとすることができるが、ＬＥＤであっても限られた電源を必要とし、
これによってバッテリの寿命が縮まる。この日本の発明の結果として、恐らく、多くのバ
イクに送信機が装備されることになるが、動作する送信機はほんのわずかであろう。した
がって、この発明は、車両の運転手に対し、接近するバイクの十分な警告を提供しない。
【０００５】
　この日本の文献に関連する別の欠点は、受信機が車両の後方に配置されることである。
この位置は、バイクが赤信号で停止し、車両が接近するときにいくつかの事故が起こるた
め、最適ではない。この場合、車両の運転手はターン中にバイクの警告を受け取らない。
【０００６】
　欧州特許出願公開第１５３１４４４号は、マーキング手段を携帯する移動体及び非移動
体を検出する装置であって、マーキングが車両に配置された検出手段によって検出され、
マーキング手段が無線送信手段を備え、検出手段が無線受信手段を備える、装置に関する
。車両は、受信信号を解析するコンピュータ化された手段を備える。解析の結果は、事故
回避手段の起動に使用される。事故回避手段は、例えば、点滅光（複数可）、クラクショ
ン、及び自動ブレーキ作動又は自動的にエンジンフードを直立位置に動かすことである。
【０００７】
　この文献は、車両前方の人又はバイク等の物体の検出に関するが、ターン中に車両に隣
接するバイクの検出は記載していない。
【０００８】
　他の技術的解決策が、車両ターン中の事故を回避するために広く使用されている。例え
ば、車両には特別なミラーが設けられるが、これらのミラーは十分な交通安全を提供しな
いように思われる。さらに、車両カメラは運転手がバイクに気づくのを助ける。これらの
車両カメラには広角視野が提供され得るが、この場合、自転車に乗った人はＴＶ画面上で
かなり小さく映される。車両カメラは、車両の運転手が運転に気を取られ、運転中に車両
ＴＶ画面を見る時間を有しないことから、不都合である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、車両ターン時に、車両及び大型トラックの運転手が自転車及び他の軽
量車両を見過ごさないようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この目的は、冒頭の段落において述べた方法がわずかに修正された場合、その方法を使
用して達成することができる。本方法は、軽量車両が、少なくとも、信号を送信する手段
を備え、その信号は通信手段によって受信され、その通信手段は、軽量車両接近を運転手
に通知することを目的とする光学手段及び／又は音響手段を備えるように修正される必要
がある。
【００１１】
　上記方法によって、車両の運転手が接近している軽量車両を認識していない場合であっ
ても、車両の運転手に軽量車両の存在を通知することが達成される。光学信号又は音響信
号は、運転手に軽量車両を自動的に気づかせ、それによって事故の発生を回避する。軽量
車両から送信される信号は無線信号とすることができるが、全種類の変調信号が適用され
る。例えば、発光ダイオードから生成される赤外線光が適用され、このダイオードを１つ
又は別の符号形態で変調することができる。音響変換機、例えば、人間に聞こえない超音
波を使用することも可能である。通信手段は、様々な種類の入力信号が受け入れられるよ
うに形成することができる。いくつかのバイクは反射手段を備えることができ、他方無線
送信機を備えるバイクもあれば、さらには音響信号発生機を備えるバイクもあるが、通信
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手段はあらゆる種類の信号の受信機を備えることができる。
【００１２】
　したがって、この方法が、車載機器とは無関係にすべての車両で機能することが達成さ
れる。多くの事故が発生する交差点に、支柱を配置することができる。支柱は、他の通信
手段が車両に搭載されている場合であっても支配を及ぼす。
【００１３】
　通信手段が、車両のキャビン内に搭載される装置内に配置されることも可能である。
【００１４】
　これは、通信をはるかに信頼性の高いものにする。信号の変調は、警告信号が送信され
る理由がある場合のみ送信されることを保証する。
【００１５】
　装置をカーブ側の支柱に配置することによって、すべての車両及び小型車にターンして
いる車両が通知される。
【００１６】
　装置を車両内に配置することは、当然、運転手に通知するのにより効率的な方法である
。運転手には、点滅光によって、又は例えば、既存のディスプレイに警告システムをイン
ストールすることによって警告することができる。サイドミラー後方の点滅光が接近して
いる軽量車両を示すように、警告システムを車両の一方のサイドミラーに統合することも
可能である。
【００１７】
　さらに、太陽電池をエネルギー源として支柱に適用することができる。しかし、支柱は
夜間及び天気がよくない状況でも動作すべきであるため、他のエネルギー源手段も必要で
ある。エネルギー源手段は、任意の種類のバッテリ又は燃料電池とすることができる。将
来的には、静電容量蓄電手段も可能であり得る。
【００１８】
　好ましい一実施の形態によれば、車両は、無線信号を軽量車両に送信する手段を備え、
軽量車両は、無線信号を受信する手段を備え、軽量車両の手段は、受信された無線信号を
電力に変換し、この電力が、無線信号を少なくとも１つの受信機に送信する手段に使用さ
れ、この受信機は車両に配置される。
【００１９】
　これは、非常に信頼性の高い無線送信装置を軽量車両に使用することができることを保
証する。軽量車両の回路は、いかなる種類の電源も使用せずに動作するため、上がること
があるバッテリに依存しない。軽量車両から送信されるパワーは、最大送信距離が約１０
ｍに制限される。これは、車両付近の軽量車両のみが応答するという点で有利である。車
両から遠く離れた軽量車両は、単にその信号が弱すぎるという理由によって応答しない。
車両が受信する信号は、内部電子回路において使用されて、軽量車両が車両に接近してい
ることを示す。運転手には、運転手の前方で点滅する発光ダイオードによって、及び音響
信号によっても軽量車両が警告される。したがって、運転手は、車両に接近している軽量
車両を認識し、ターンが安全に為されるときを知る。運転手は、車両の脇に位置する物体
から信号を受信する場合、サイドミラーをチェックして、物体を位置特定する必要がある
。運転手が物体を認識することができない場合、物体が右側を通過するまで待つ必要があ
る。各ＲＦＩＤタグは一意の番号を携帯するため、運転手は各物体につき１つのみの信号
を受信することができる。何台かの自転車の場合、あらゆる信号を受信すると共に、いく
つかのダイオードを車両制御パネルに配置することができる。
【００２０】
　本発明の代替の一実施の形態によれば、通信手段はカーブ側の支柱に配置され、通信手
段は、軽量車両の接近を車両の運転手に通知する光学手段及び／又は音響手段を備える。
【００２１】
　通信手段は車両内に配置することができ、通信手段は、軽量車両の接近を車両の運転手
に通知する光学手段及び／又は音響手段を備える。
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【００２２】
　車両は、好ましくは、助手席側に無線信号を送受信する手段を備え、この手段は、車両
に沿って及び車両の前方に配置される。したがって、運転手に、本発明がなければ見るこ
とができない車両に沿って走っている軽量車両が警告される。送受信装置及びその無線ア
ンテナは、車両の助手席側全体に沿って軽量車両の非常に正確な指示を得るように、数ｍ
のみの間隔で車両の脇に配置することができる。
【００２３】
　本発明は、車両が多数の結合された送信機及び受信機を備えるように変更することがで
き、結合された送信機及び受信機は時間多重化されて、所与の時間期間に軽量車両の位置
の指示を達成する。送信機及び受信機の範囲内において、運転手は軽量車両の非常にわず
かな移動でさえも見ることができる。信号は、一列に配置された単一の送信機から送信す
ることができ、列全体の送信機及び受信機は、略同時に作動する。多重化と併せて、受信
された信号の振幅がシステムにおいて測定されることが特に好ましい。これは、軽量車両
の位置の非常に正確な指示を保証するが、受信信号の振幅は異なり、振幅を測定すること
によって、どの送信機が、軽量車両に配置されて応答している受信機及び送信機に最も近
いかを示すことが可能である。
【００２４】
　したがって、車両４は、軽量車両の実際の位置を示す指示手段を備えることができる。
【００２５】
　第２段落において述べた装置は、軽量車両が電磁的又は音響的に変調された放射を装置
に送信する送信機を備える場合、変更することができ、装置は、電磁的又は音響的に変調
された放射を受信し復調する受信機を備え、装置は、光学信号及び音響信号によって運転
手に通知する。
【００２６】
　装置はカーブ側の支柱に配置することができ、装置は、点滅光によって、及び音響信号
によって運転手に通知する。
【００２７】
　装置は車両内に配置することもでき、装置は、点滅光によって、及び音響信号によって
運転手に通知する。
【００２８】
　車両は、少なくとも１つの無線送信機及び少なくとも１つの無線受信機を備え、軽量車
両は少なくとも１つの受信機を備え、受信機は受信信号に基づいて電力を生成し、電力は
送信機に供給され、送信機は信号を送信し、信号は符号化された識別情報を含み、符号化
された識別情報は、車両に結合して配置される少なくとも１つの受信機によって受信され
る。したがって、正確な符号を含む信号のみが受け入れられ、すべての種類の無線送信機
、すなわち携帯電話から送信される他のすべての無線信号は、正確に符号化されないため
自動的に抑制されるため、非常に効率的なシステムが達成される。したがって、システム
は、車両の助手席側の軽量車両を警告するという点で非常に効率的である。
【００２９】
　好ましくは、受信機及び送信機を組み合わせて１つの回路にすることができ、この回路
はＲＦＩＤタグである。ＲＦＩＤタグの使用によって、非常に効率的且つ非常に安価な受
信機及び送受信機にすることができる。ＲＦＩＤタグは、約１０ｍの信号送受信範囲を有
する。このシステムは、状況に関係なく軽量車両を検出するのに極めて適している。
【００３０】
　ＲＦＩＤタグを光反射手段と結合して配置することが可能であり、光反射手段は軽量車
両に固定される。これは、すべての自転車に配置されている既存の部品を容易に変更して
新しい無線送受信機能を可能にすることができることを達成する。光反射手段は非常に安
価な部品であり、この部品をＲＦＩＤタグと組み合わせても、部品の価格はあまり上がら
ない。
【００３１】
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　カーブ側の支柱には、支柱と結合して配置されるソーラーパネルによって給電すること
ができ、支柱はエネルギー貯蔵手段を備えることができる。
【００３２】
　本発明は、軽量車両と他の車両との間で通信する装置にも関し、この装置は、軽量車両
の存在又は接近を車両の運転手に通知し、この装置は、少なくとも１つの検出器を備え、
検出器は少なくとも１つの指示灯及び少なくとも１つの音響アラームに接続され、装置は
カーブ側に配置された支柱に配置され、装置は軽量車両を検出する少なくとも１つの検出
器を備え、支柱は、軽量車両又は人の接近を車両の運転手に警告する、地面に配置される
通知手段を備える。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　図１は、右折中の車両の進路を示す。大きな矢印（Ａ）が交差点の右折中の４輪車両（
バス、自動車、トラクター）を示す。小さな矢印（Ｂ）が、直進走行中の２輪軽量車両（
バイク又はスクーター）を示す。４輪物体（Ａ）の運転手が２輪物体（Ｂ）を認識しない
場合、事故が発生し、事故は多くの場合に深刻な損傷、又はさらには死亡に繋がる。
【００３４】
　事故の件数を低減するために、本発明は以下の解決策を提供する。
【００３５】
　図２は、交差点に接近している車両（Ａ）を示す。右側の点滅光が作動すると、送信機
は信号（Ｆ）を送信し始める。信号がバイク／スクーター（Ｂ）のＲＦＩＤタグ（Ｋ）に
衝突すると、タグ（Ｋ）はその信号をアンテナ（Ｈ）に返信する。アンテナ（Ｈ）は、信
号を受信すると、それを車両運転手（Ａ）の前方にあるボックス（Ｄ）に渡す。音声は運
転手に右側の移動中の物体を警告し、運転手がサイドミラーにおいていかなる軽量車両も
見ることができない場合であっても、この音声は運転手を待たせる。２つ以上のタグが反
射される場合、ボックス（Ｄ）はビープノイズを発生させる。
【００３６】
　図３は、右側に携帯電話サイズのボックスを備える車両を示す。ボックスのアンテナは
、信号の送信及び受信の両方を行うことができる。アンテナは、運転手正面のボックスに
リンクされる。右側での位置はまだ選択されていない。長い車両には、交通安全を促進す
るために、２つ以上のアンテナを備え付けることができる。
【００３７】
　図４は、内蔵受動ＲＦＩＤタグを有する反射器を備えるバイクを示す。反射器のサイズ
は、差し当たり、クレジットカードのサイズである。ＲＦＩＤタグは、一意の番号を有し
、いかなる他の情報も収容しない。タグはいかなる種類のバッテリ電源も使用しない。
【００３８】
　図５は、ヘッドライトガラス（Ａ）、右左折フラッシュライトガラス（Ｂ）、サイドミ
ラー（Ｃ）の裏側、又はフロントコート（Ｄ）のいずれかに受動ＲＦＩＤタグを備えるス
クーターを示す。
【００３９】
　図６は、車両に結合して動作する装置３２の原理図を示す。装置３２は無線送信機２２
、２４を備え、送信機２２、２４は、線８０を介してアンテナ８２に接続される。装置３
２は受信機３４をさらに備え、受信機３４は、線８０を介してアンテナ８２に接続される
。受信機３４から、線８３は電子制御手段８４に接続し、電子制御手段８４は線８５を介
して指示手段６０に接続され、指示手段６０は指示灯３６及び音響手段３８を含む。
【００４０】
　動作中、送信機２２、２４は、線８０を介して信号を非常に短い時間間隔でアンテナ８
２に送信する。送信していないとき、受信機３４は、信号はアンテナ８２によって受信さ
れる信号を時間間隔で線８０を介して受信しする。受信機３４は信号増幅器及び周波数フ
ィルタを有し、異なる周波数のすべての信号がフィルタを通過しないようにする。濾波さ
れた信号は復調され、低周波信号は、線８３を介して電子制御ユニット８４にさらに送信
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することができる。電子制御ユニットは、状況によっては、正確な符号を含まないすべて
の信号を抑制する復号化手段を備えることができる。信号が受け入れられる場合、通信信
号は、線８５を介して指示手段６０に送信される。指示光は信号が受信されたことを示し
、音響信号は音響送信機３８を介して送信される。
【００４１】
　図７は、結合された無線受信機及び送信機３０を示す。アンテナ９０が、線９２を介し
て受信機７２に接続される。受信機７２は電力を発生させ、この電力は線９４を介して蓄
電機７８に向けて送信され、蓄電機７８から電力が線９６を介して送信機７１に向けて送
信される。送信機７１は符号化情報を含む。さらに、送信機７１は、線９２を介してアン
テナ９０に接続される。
【００４２】
　図７に示される回路の動作中、受信機は、非常に短い時間期間後に、線９４を介して十
分な電力を蓄電機７８に送出して、電力を送信機７１に提供する。次に、送信機７１は符
号化情報７９を読み取り、符号化情報を含む信号が、線９２を介してアンテナ９０に送信
される。
【００４３】
　図８は、道路１０２を走行する車両１０４を示す。自転車道１０６の隣に、支柱１０８
が配置される。支柱１０８は、受信又は検出の手段１１０及び送信手段１１２を備え、軽
量車両１１４は、信号１１６によって受信又は検出の手段１１０と通信する。同時に、送
信手段１１２は信号１１８を車両１０４に送信する。支柱１０８の最上部に、ソーラーパ
ネル１２０が配置され、ソーラーパネルは、支柱１０８に電気エネルギーを供給する。支
柱はエネルギー貯蔵手段も備えるが、これらは図示されていない。
【００４４】
　動作中、支柱１０８は信号を軽量車両１１４から受信する。送信された信号１１６は、
例えば、自転車に配置された発光ダイオードからの光学情報であってもよく、又は例えば
、自転車のＲＦＩＤタグ反射手段によって自転車から生成された無線信号であってもよい
。代替的に、受信機又は検出器１１０は、光、すなわち赤外線光又は紫外線光を軽量車両
１１４に送信することができ、軽量車両１１４は、正確な周波数の光のみを反射する反射
手段を備える。他の可能な一実施形態によれば、軽量車両１１４は、人間が知覚できない
超音波周波数を送信する音響変換機を備える。図９は、例えば、バイクに配置される電子
部品を示す。移動センサが、バイクが移動中であるか否かを示し、移動センサからの信号
が信号発生器に送信され、信号発生器は信号を、例えば、支柱１０８に、又は車両に直接
送信する。
【００４５】
　好ましい一実施形態によれば、支柱１０８又は他の種類の機器を交差点付近に配置して
、道路又はバイク道の路面下に配置されるコイルによって、例えば、バイク又は人に配置
されるＲＦＩＤタグと通信することができる。これらのコイルは車両を磁気的に検出する
ように動作する。コイルを使用して、コイル付近に配置されたＲＦＩＤ回路に信号を送信
することができる。コイルは、ＲＦＩＤ回路から送信された信号を受信することもできる
。これらのコイルは、恐らく、車両を検出するために既に存在し、車両接近時に交通信号
灯を変更するために使用されている。道路又はバイク道の表面下のコイルを使用すること
によって、送信はコイルとバイクに配置することができるＲＦＩＤタグとの間でのみ行わ
れるため、通信距離が制限される。道路のコイルを使用することによって、通常通信距離
は約１ｍ未満に低減される。道路又はバイク道の表面下のコイルを使用することによって
、コンピュータ化された受信手段が、コイルの配置によって画定される距離にある接近中
のバイクの台数を検出することが可能である。接近中のバイクの速度の検出も恐らく可能
である。このようにして、支柱１０８の警告サイン又は重量車両に送信される警告信号に
よって、接近中のバイクの台数のみならず、多数の他のバイクの後方から高速接近中のバ
イクも運転手に通知される。
【００４６】
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　コイルを使用して、ＲＦＩＤタグなしでバイクを検出することができるが、コイルによ
って検出可能な磁性材料を含むバイクのみである。バイクは、コイルと通信しない材料の
製品であり得るため、ＲＦＩＤタグがプラスチック又はアルミニウムのバイクを効率的に
示す。
【００４７】
　本発明を好ましい実施形態に関連して十分に説明したが、本発明の範囲内で変更を導入
可能であり、本発明をこれらの実施形態によって制限されるものと見なさず、本発明が添
付の特許請求の範囲の内容によって制限されることが明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００４８】

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】



(11) JP 2009-522674 A 2009.6.11

10

20

30

40

【国際調査報告】



(12) JP 2009-522674 A 2009.6.11

10

20

30

40



(13) JP 2009-522674 A 2009.6.11

10

20

30

40



(14) JP 2009-522674 A 2009.6.11

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,
BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,
CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,L
A,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LV,LY,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE
,SG,SK,SL,SM,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100107401
            弁理士　高橋　誠一郎
(74)代理人  100106183
            弁理士　吉澤　弘司
(74)代理人  100120064
            弁理士　松井　孝夫
(72)発明者  セレンセン，カルステン，ムルヴァ
            デンマーク．ＤＫ－８８００　ヴィボルイ，テクルクロゲン　１２
Ｆターム(参考) 5H180 AA05  BB04  BB09  BB10  EE15  LL02  LL07  LL08  LL09 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

